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【はじめに】プラスチックシンチレータの特徴として，高速なシンチレーションの減衰，低い有

効原子番号，および高い加工性と可塑性が挙げ

られる．高い加工性を利用し，薄膜状にした場

合には，低い有効原子番号と相俟って，高エネ

ルギー光子との相互作用確率が非常に低くなる．

一方で，入射した粒子線との相互作用は必ず生

じる．そのため，薄膜状のプラスチックシンチ

レータを用いると，低いガンマ線感度の下での

粒子線検出が可能になると推察される．そこで，

本研究では，異なる厚さの薄膜プラスチックシ

ンチレータについて，α線検出特性を評価した． 

【実験】プラケン（株）社から提供された薄膜

シンチレータを試料として用いた．これらの組

成は BC-400相当であり，その厚さは 5～100 m

であった．これらを光電子増倍管に取り付け，
241Am からの 5.4 MeV のα線に対する波高スペ

クトルを測定した． 

【結果と考察】図１および図２に，5～100 m

のプラスチックシンチレータについて，241Amか

らの 5.4 MeVのα線に対する波高スペクトルを

示す．5～22 mのものについては，明瞭なピー

クが観測された．662 keV のγ線に対する GSO

の波高スペクトルの光電吸収ピーク位置との比

較から，9 mおよび 22 mのものの発光量とし

て，680 および 1,000 photons/5.4-MeV -rayとい

う値がそれぞれ得られた．50 m 以上の厚さで

は，明瞭なピークは観測されなかったが，おお

よそ 50 m で発光量が最大で，それ以上の厚さでは発光量の漸減が観測された．SRIM コードに

よる推算では，このエネルギーのα線が垂直にプラスチックシンチレータに入射した場合，40 m

程度の深さまでで全エネルギーが付与される．このことから，50 m 以上の厚さの試料での発光

量の漸減は，プラスチックシンチレータ内でのシンチレーションの自己吸収によると推察される． 

 

図１ 5～50 m のプラスチックシンチレー

タの 5.4 MeVα線に対する波高スペクト

ル（GSO については 662 keV ガンマ線）． 

 

図２ 61～100 m のプラスチックシンチレ

ータの 5.4 MeVα線に対する波高スペク

トル（GSO については 662 keV ガンマ

線）． 
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